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このガイドについて 

このガイドでは、 コン ピュ ータセットアップ （F10) ユーティリティの使用方まについて説明しま 
す。このツールは、新しいハードウてアを取り付けたときにコンピュータの初期設定を再構成および 
変更する場合や、メンテナンスを行う場合に使巧します。 


A 警告！ その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こすおそれがあるという警告事 
項を表します。 

A ミ主意： その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こすおそれがあるというミ主意事 
項を表します。 

皆 ミ主記： 重要な補足情報です。 
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コンピュ ータ セットアップ （ F 10) ユーテ イリ 
テイ 


コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティ 

コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティは、な下のような操作を行う場合に使用します。 

• コンピュータの初期設定の変更 

• コンピュータ（リアルタイムクロック）の日付 （ Date ) と時刻 （ Time ) の設定 

• システム構成（プロセッサ、グラフィックス（ビデオ）、メモリ、才ーディオ、記憶装置、通信 
ポート、入力装置など）の表示、設定の変更、または確認 

• 起動可能なデバイスの起動順を （ BootOrder ) の変更。起動可能なデバイスとしては、ハード 
ディスクドライブ、オプティカルドライブ、 USB フラッシュメディアデバイスなどがありま 
す。 

• クイックブート （ Q 山 ckBoot ) のち効化。クイックブートでは、コンピュータをすばやく起動 
できますが、フルブートで実行される診断テストの一部が省略されます。な下のようじ設定で 
きます。 

。 常にクイックブート（初期設定） 

。 定期的にフルブート（毎日〜30曰まで指定可） 

。 常にフルブート 

• POST (Powe 卜 On Self - Test ) メッセージ (Post Message ) の有効 （ Enable ) / 無効 （ Disable ) 
の選択による、メッセージの表示状態の変更。非表示が態では、メモリカウント、製品名、エ 
ラーでないその他のテキストメッセージなど、ほとんどの POST メッセージが表示されませ 
ん。 POST エラーが発生した場合には、選択した設定に関係な〈エラーメッセージが表示されま 
す。 POST 実行中に非表示モードからま示モードに切り替えるじは、 F 1 〜 F 12 キーな外の任意 
のキーを押してください。 

• 才ーナーシップタグ (Ownership Tag ) の設ま。才ーナーシップタグを設定しておくと、システ 
ムを起動または再起動するたびにコンピュータの所有をに関する情報が画面上に表示されます。 

• 会社によって割り当てられたアセットタグ （Asset Tag ) または資産 ID 番号の設定 

• システムの起動時だけではなく、再起動時の電源巧入時パスワード入力画面の有効化 

• セットアップパスワード （Setup Password ) の設定。セットアップパスワードは、コンピュー 
タ セットアップ ( F 10) ューティリティ、およびこのガイドで説明する設定にアクセスする場合 
に使用します。 
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• シリアルポート、 USB コネクタ、 パラ レルポート、ナーディオ、 内蔵 N に（ネットワークイン 
タフ！ースコント ローラ）などの内蔵 I / O 機能の使巧禁止/許可の設定 

• リムーバブルメディアからの起動 （Removable Media Boot ) の有効/無効の設ま 

• POST で検出されて自動修復できなかったシステム構成のエラーのち军決 

• リプリケートセットアップ機能の利用。コンピュータの設定情報を USB フラッシュメディア 
デバイスまたはディスケットをエミュレートするその他の記憶装置に保存し、その情報を使用し 
て複数のコンピュータを同じ設定にすることができます。 

• 特をの ATA ハードディスクドライブのセルフテストの実行（ドライブでサポートされている場 
合） 

• ドライブロックセキュリティ （DriveLock Security ) の有効/無効の設ま（ドライブでサポートさ 
れている場合） 

コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティの起動 

コン ピュ ータセットアップ （ F 10) ユーティリティには、コン ピュ ータの 電源を入れるかち起動する 

ことでのみアクセスできます。コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティを起動するには、 

レ: i 下の操作を行います。 

1. コンピュータの電源を入れるか再起動します。 

2. コン ピュータが起動してモニタランプが緑色に点なしたらすぐに F 10 キーを押し、 コン ピュー 
夕 セットアップ （ F 10) ユーティリティを実行します。必要であれば、 Enter キーを押すと、夕 
イトル画面をスキップできます。 


載を 記： 適切なタイミングで F 10 キーを巧せなかった場合は、コンピュータを巧起動して、モニ 
タランプが緑色に点なしたときにもう一度 F 10 キーを押します。 


3. 使用言語を一覧から選巧し、 Enter キーを押します。 

4. コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティのメイン 画面から 5つのメニュー([フアイ 
ル] ( File )、 [ストレージ] ( Storage )、 [セキュリティ] ( Security )、 犀源] ( Power )、 [カスタム] 
( Advanced )) を選択できます。 

5. 左ちの矢印キーでメニューを選巧し、上下の矢印キーで項目を選んで Enter キーを押します。コ 
ンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティのメニューに戻るには、 Esc キーを押します。 

6. 変更した設まを有効にして保存するには、[ファイルト[変更を保巧して終了] (Save Changes 
and Exit ) の順に選がします。 


• 変更した設定を破棄したい場合は、[変更をな巧しないで終了] (Ignore Changes and Exit ) 
を選択します。 

• 工場出荷時の設定値または前保存した初期設定値（一部のモデルのみ）に戻す場合は、 
[初期設定値に設定して終了] (Apply Defaults and Exit ) を選がします。 


A ミ主意： CMOS の損傷を防ぐため、コンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティでの変更が 
ROM に保巧されている最中に、コンピュータの電源を切らないでください。コンピュータセットアッ 
プ （ F 10) ューティリティの終了後にのみ、ま全にコンピュータの電源を切ることができます。 
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表 1 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリテイ 


説明 表 


ファイル （ File ) 4ぺージの表2「コンピュータセットアップ （ F 10) ュー 

テイリテイ：[ファイル] ( File ) I 


ストレージ （ Stora 曰 e ) 


6ページの表3「コンピュータセットアップ （ F 10) ユー 

テイリテイ： r ストレージ1 ( Storage )」 


セキュリテイ （ Security ) 9ページの表4「コンピュータセットアップ （ F 10) ユー 

ティリテイ： f セキュリティ1 ( Security ) I 


電源 ( Power ) 

12ぺージの表5「コンピュータセットアップ （ F 10) ユー 

ティリテイ： r 電源1 ( Power ) 1 

カスタム （ Advanced ) 

13ぺージの表6「コンピュータセットアッブ （ F 10) ユー 

ティリティ：けスタム1 ( Advanced ) (上級ユーザ向け ）I 
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コンピュータセットアップ （ F 10) ユーテイリテイ：[ファイル] ( File ) 


載を 記. コンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティでサポートされる機能は、お使いのハー 
ドウ X アの構成によって異なる場合が あります。 


表2 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーテイリテイ：[ファイル] ( File ) 


項目 

説明 

システム情報 （System 
Information ) 

レ: 1 下の項目を表示します 

• 製品名 (Product Name ) 

• SKU 香号 （SKU Number ) (—部のモデルのみ） 

• プ□セッサタイブ/速度/ステッピング （ ProcessorType / Speed / Stepping ) 

• キャッシュサイズに ache size ) ( L 1/ L 2/ L 3) 

• 取り付けられているメモリのサイズ/処理速度、チャンネルの数（シングルまたはデュアル） 
(必要に応じて） 

• 内蔵の有効な N に用の巧蔵 MAC アドレス （Integrated MAC ) (必要に応じて） 

• システム BIOS (System BIOS ) :システムファミリの名前とバージヨン 

• 本体シリアル蕃号 (Chassis Serial Number ) 

• アセットタグ （Asset Tracking Number ) 

• 管理モード （Management Mode ) 

パ'—ジョン情報 ( About ) 

著作権情報を表示します 

日付と時刻 （Set Time 
and Date ) 

システムの時刻と日付を設定できます 

フラッシュシステム 
ROM (Flash System 
ROM ) 

USB フラッシュメディアデバイスまたは CD - ROM に収録された BIOS イメージファイルを使用 
してシステム ROM を更新できます 

複製セットアップ 
(Replicated Setup ) 

リムーバブルメディアに保存 （Save to Removable Media ) 

USB フラッシュメディアデバイスまたはディスケットと同等のデバイス（ディスケットドライ 
ブをエミュレートするよう設定された記憶装置）に、 CMOS を含めたコンピュータの設定情報を 
保存します 

リムーバブルメディアから復元 （Restore from Removable Media ) 

USB フラッシュメディアデバイスまたはディスケットと同等のデバイスに保巧されているシステ 
ム構成を復元します 

初期植の変更 (Default 
Set 叩） 

現在の設定を初期設定として保ち （Save Current Settings as Default ) 

現在のシステム構成の設定を初期設定として保存します 

工場出荷時の設定を初期設定;として復元 （Restore Factory Settings as Default ) 

出荷時のシステム構成の設定を初期設定として復元します 

初期植に設をして終了 
(Apply Defaults and 

Exit ) 

現在選巧されている初期設定を適用し、すべてのパスワード設定を消去します 
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表2 コンピュータセットアップ （ F 10) ューテイリテイ：[ファイル] ( File ) (続き） 

項目 

説明 

変更を保存しないで終了 
(Ignore Changes and 
Exit ) 

変更した設を値を破棄し、コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティを終了します 

変更を保存して終了 
(Save Changes and 

Exit ) 

変更した設定値や初期設定を保存し、コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティを終了 
します 
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コンピュータセットアップ （ F 10) ユーテイリテイ：[ストレージ] ( Storage ) 


載を 記. コンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティでサポートされる機能は、お使いのハー 
ドウ X アの構成によって異なる場合が あります。 


表3 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリテイ：[ストレージ] ( Storage ) 


巧目 説明 


デバイス構成 （Device 取り付けられているストレージデバイスのうち、 BIOS で制御されるものをすべて表示します 

Confiauration ) 

デバイスを選択すると、そのデバイスに関する詳細情報およびオプションが表示されます。レ: I 下 
のような項目が表示されます 

エミュレー シヨン タイプ (Emulation Type ) 

特定のストレージデバイスのドライブエミュレーションタイプを選択できます（たとえば 、 Zip 
ドライブは、ディスケットェミュレーシヨンを選がすることで起動可能になります） 


ドライブ エミユレーション タイプ オプション （Drive Emulation Type Options ) 
ATARI Zip ドライブ CATAPI Zip drive ): 


■ なし ( None ) (その他の各種ドライブとして処理） 

• デイスケット （ Diskette ) (デイスケットドライブとして処理) 
CD-ROM :なし 
ATARI l _ S -120 : 


■ なし ( None ) (その他の各種ドライブとして処理） 

• ディスケット （ Diskette ) (ディスケットドライブとして処理) 


ハードディスク （Hard Disk ) 


• なし ( None ) ( BIOS データアクセスを防止し、ブートデバイスとして無効にする) 

• ハードディスク （Hard Disk ) (ハードディスクドライブとして処理） 


変換モード （Translation Mode ) ( ATA ディスクのみ） 

デバイスで使用する変換モードを選がします。これによって BIOS は、他のシステム上でパー 
ティション分割およびフォーマットされたディスクにアクセスできます。これは、旧バージョン 
の UNIX (SCO UNIX バージョン 3.2 など）のユーザにとって必要な場合があります。オプショ 
ンには、自動 （ Automatic )、 ビットシフト （ Bit - Shift )、 LBA 支援 （LBA Assisted ) 、ユーザ 
( User )、 およびオフ ( Off ) があります 


を意： 通常は、 BIOS によって自動的に選がされた変換モードは変更しないでください。選が 
された変換モードが、ディスクをパーティション分割およびフォーマツトしたときにアクティブ 
であった変換モードと互換性がないと、ディスク上のデータにアクセスできなくなります 


変換パラメータ （Translation Parameter ) ( ATA デイスクのみ） 

ミ主記： この機能は変換モード （Translation Mode ) にユーザ ( User ) が選択されているときに 
のみ表示されます 


パラメータ（論理シリンダ （Logical Cylinders ) 、ヘッド （ Heads )、 およびトラック当たりのセ 
クタ数 （Sectors Per Track )) を指定できます。 BIOS はこれを使用して（オペレーティングシ 
ステムやアプリケーションからの）ディスク I / O 要求を、ハードディスクドライブで受け入れ可 
能な様式に変換します。論理シリンダは1024を超えることはできません。ヘッド数は256を超 
えることはできません。トラック当たりのセクタ数は日3を超えることはできません。これらの 
フィールドは、ドライブの変換モードが「ユーザ」に設定されているときにのみ、表示および変 
更できます 
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表 3 コンピュータセットアップ ( F 10) ユーティリテイ：[ストレージ] ( Storage ) (続き) 


項目 説明 

SATA デフオルト植 （SATA Default Values ) 


ATA デバイス用を換モード （Translation Mode ) の初期設定値を指定します 


ストレージオプション リムーバブルメディアの起動 （Removable Media Boot ) 

(Storage Options ) 

リムーバブルメディアからシステムを起動する機能の有効 （ Enable ) /無効 （ Disable ) を設定し 
ます 

★eSATA コポート女 (eSATA Port ) 

eSATA サポートをち効にできます。これによって、 SATA コネクタのどれかが eSATA 対応にな 
ります 

eSATA 最大速度 （Max eSATA Speed ) 

eSATA 最大速度として 1.5 Gbps または S . OGbps を選巧できます。初期設定では、信頼性を最 
大じするため、速度は 1.5 Gbps に制限されています 

ミ主意： 3.0 Gbps の速度をち効にする前にお使いの eSATA ドライブとケーブルの製造元に問い 
合わせてください。一部のドライブとケーブルの組み合わせでは、 3.0 Gbps での動作が不安定に 
なることがあります 


SATA 構成 （SATA Emulation ) 


SATA コントローラおよびデバイスにオペレーティングシステムからアクセスする方法を選択で 
きます。サポートされている4つのオプションは、レガシモード IDE (Legacy Mode IDE )、 ネ 
イティブモード IDE (Native Mode IDE )、 AHCI 、 および RAID です 

レガシモード IDE (Legacy Mode IDE ) :これらのオプションの中で最も後方互換性がある設定 
です。通常オペレーティングシステムでは、 IDE モードで追加のドライバサポートは必要あり 
ません 

ネイティブモード IDE (Native Mode IDE ) :ソフトウェアが、元から割り当てられている PCI 
リソースを使用して、従来の PATA コントローラと同じように SATA コントローラと通信できま 
す。ネイティブモード IDE とレガシモード IDE との違いは、レガシモードが PATA コントロー 
ラ用のレガシリソース （ IRQ 14、 IRQ 15. I / O 、 1 F 0 h -1 F 7 h 、3 F 日 h 、170 h -177 h など）を使用し 
ていることです 

AHCI (初期設定時のオプション）： AHCI デバイスドライバがロードされているオペレーティン 
グシステムで、 SATA コントローラのより高度な機能を利用できます 

RAID : DOS および RAID ボリ ューム への ブート アクセスが可能です。このモードをオペレー 
ティングシステムにロードされている RAID デバイスドライバとともに使用して、 RAID 機能を 
利用でさます 


ま記： RAID ボリュームまたは AHCI ボリュームからブートを試みる前に、 RAID または AHCI 
のデバイスドライバをインス!^ールする必要があります。必要なデバイスドライバをインス!''一 
ルしないで、 RAID ボリュームまたは AHCI ボリュームからブートを試みると、システムがクラッ 
シュします（ブルースクリーンが表示されます）。 RAID を無効にした後で RAID ボリュームから 
ブートすると、 RAID ボリュームが破損する可能性があります 

RAID について 詳しくは、 http :// www . hp . com / support / を参照してください。ホワイトぺーパーは 
英語で提供されていますので、 [United S ね tes (English)] を選択し、 [See support and 
troubleshooting information] (サポート、問題解決情報、マニュアルを表示する）をチェック 
してから コン ピュータのモデル香号を入力して Enter キーを押します。 [Resources for my 
selected product] (選択した製品向けリソース）カテゴリで、 [Manuals (guides, supplements, 
addendums, etc)] (マニュアル（ガイド、補足、付録など））をクリックします。 [Quickjump 
to manuals by category] (カテゴリ別のマニュアルへのクイックジャンプ）で、 [Whitepapers] 
(ホワイトぺーパー ） をクリックします 


DPS セルフテスト （DPS DPS (Drive Protection System ) セルフテスト機能を持つ ATA ハードディスクドライブのセル 
Self - Test ) フテストを実行します 
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表 3 コン ピュ ータセットアップ （ F 10) ユーテイリテイ ： [ストレー ジ] ( Storage ) (続き) 


巧目 説明 


ま記： この項目は、1台な上の DPS セルフテスト機能を持つハードディスクドライブがシス 
テムに接続されている場合にのみ表示されます 


起動順居旧 ootOrder ) な下の項目を設をします 

• 接続されたデバイス （ USB フラッシュメディアデバイス、ハードディスクドライブ、才 
プティカルドライブ、ネットワークインタフェースカードなど）に起動可能なオペレー 
ティ ングシステムのイメージがあるかどうかをチェックする順序を指をします。一覧上の 
をデバイスは、起動可能オペレーティングシステムのソースとして個別にチェック巧をか 
ら除外したり、チェック対をに合めたりできます 

• 接続された/ドディスクドライブの起動順居を指をします。最ネ刀の/ドディスクドラ 
イブは起動順序が優先され、 C ドライブとして認識されます（他にデバイスが接続されてい 
る場合） 

を記： MS - DOS ® のドライブ名の割り当ては、 MS - DOS なかのオペレーティングシステムが起 
動されたをは、適用されない場合があります 

—時的に優先;される起動順序へのシヨートカット （Shortcut to Temporarily Override Boot Order ) 

[起動順を]で指をした初期設をのデバイスな外のデ/ くイスから一度だけ超動するには、コンピュー 
夕を再起動し、 モニタランプが緑色に点なしている間に F 9 キーを押します。 POST が完了する 
と、超動可能デバイスの一覧がま示されます。矢印キーをほ用して目的の起動デバイスを選が 
し、 Enter キーを押します。初期設まなかの選がしたデバイスから、コンピュータが一度だけ起 
動されます 
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コンピュータセットアップ （ F 10) ユーテイリテイ： [セキュリティ] 
( Security ) 


載 を記： コンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティでサポートされる機能は、お使いのハー 
ドウ エアの構成によつて異なる場合があります。 


表 4 コンピュータセットアップ （ F10) ユーテイリテイ ： [セキュリティ] (Security) 


項目 説巧 


セットアップパスワードセットアップ（管理者）パスワードを設定して有効にします 
(Setup Password ) 

を記： セットアップパスワードを設定すると、コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリ 
ティの設定を変更したり、 ROM をフラッシュしたり、 Windows ® 環境で特定のプラグアンドプレ 
イ設定を変更したりする場合にセットアップパスワードが必要になります 

詳しくは、『デスクトップマネジメントについて』を参照してください 


電源投入時パスワード 電源投入時パスワードを設定して有効にします。電源を入れなおしたときに、電源投入時パスワー 

( Power-on Passowrd ) ドの入力画面が表示されます。ユーザが正しい電源投入時パスワードを入力しない場合は、装置 

は起動されません 

を記： 下の項目のパスワードオプシヨンで有効にしない限り 、 Ctrl + Alt + Delete や Windows 
の手順によるウォームブート時には表示されません（下記を参照してください） 

詳しくは、『デスクトップマネジメントについて』を参照してください 


下の項目を設定します 

• レガシーリソースのロック（セットアップパスワードを設定した場合に表示されます） 

• ネットワークサーバモードをち効/無効に設定します（セットアップパスワードを設定した 
場合に表示されます） 

• ウォームブート にむ1 + Alt + Delete ) 時にパスワードが必要かどうかを指定します（セッ 
トアップパスワードを設定した場合に表示されます） 

■ 閲覧モードの設定を有効または無効に設定します（セットアップパスワードを設定した場合 
に表示されます）（セットアップパスワードを入力しない場合は、コンピュータセットアッ 
プ （ F 10) ユーティリティのオプションを表示できますが、変更はできません） 

■ 厳重なパスワードを[有効]または[無効]に設定します（電源投入時パスワードが設定されてい 
る場合に表示されます）。ち効に設定すると、オンボードパスワードジャンパをスキップし 
て、電源投入時パスワードを無効にします 

詳しくは、『デスクトップマネジメントについて』を参照してください 


スマートカバー （ Smart が下の項目を設定します 
Cover ) (-部のモデル 

のみ） • カバーロックのロックまたは解除 

• カバーリムーバルセンサの[無効] ( Disable ) /[ユーザに通知 ] (Notify User ) /[セットアップ 
パスワード ] (Set 叩 Password ) への設定 


パスワードオプション 
(Password Options ) 

(電源投入時パスワード 
またはセットアップパス 
ワードが設定されている 
場合にのみ表示されま 
す） 


を記： [ユーザに通な]を設定すると、カバーが取り外されたことをセンサが検知したときにユー 
ザに通知されます。[セットアップパスワード]を設定すると、カバーが取りかされたことをセンサ 
が検知した場合、コンピュータを起動する際にセットアップパスワードの入力が要求されます 

一部のモデルでのみサポートされます。詳しくは、『デスクトップマネジメントについて J ] を参照 
してください 
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表 4 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーテイリテイ：[セキュリティ] ( Security ) (続き) 


項目 

説明 

デバイスセキュリティ 
(Device Security ; 

レ:1下のデバイスに関する、デバイスち効 （Device Available ) /デバイス無効 （Device Hidden ) を 
設定できます 

• シリアルポート （Serial Port ) 

• パラレルポート （Parallel Port ) 

• システムオーディオ （System audio ) 

• ネツトワークコントローラ （Network Controller ) 

• 内蔵セキュリティデバイス (Embedded security device ) (—部のモデルのみ） 

• SATA 0 

• SATA 1 

• SATA 2 

• SATA 3 

USB セキュリティ 
(USB Security ) 

USB コネクタを個別またはグループ別に無効にできます 

★スロットセキュリティ 
★ (Slot Security ) 

PCIe スロット、 PCI スロット、およびそれらのスロットに挿入されている力ードを無効にできま 
す 

ネットワークサービス 
ブート (Network 

Service Boot ) 

ネットワークサーバにインス I ルされたオペレーティングシステムからコンピュータを起動す 
る機能を有効または無効にします （ N に （ LAN ボード）が搭載されているモデルのみで使用で 
き、ネットワークコントローラが PCI 曲;張力ードであるか、システムボードに組み込まれている 
孩要があります） 

システム ID (System 
IDs ) 

レ:1下の項目を設定します 

• アセットタグ （ AssetTag 。 18バイトの ID ) :会なによってコンピュータに割り当てられた 
プロパティ ID 香号 

• 才ーナーシップタグ （Ownership Tag 。 80バイトの ID ) : POST 実行中に表示されます 

• 本体シリアル番号に hassis Serial Number ) または UUID (Universal Unique Identifier ) の入 
力。 UUID は現在の本体シリアル香号が無効の場合にのみ更新できます（通常これらの識別 
( ID ) 香号は工場出荷時に設定され、そのシステムを特定するために使用されます） 

• キーボード （Keyboard Locale ) の設定：英語用やドイツ語用などをシステム ID エントリに 
対して設定します 

ドライブロックセキュリ 
ティ (DriveLock 
Security ) 

ハードディスクドライブにマスタパスワードまたはユーザパスワードを割り当てたり、パスワー 
ドを変更したりします。この機能が有効の場合は、 POST 実行中にどちらかのドライブロックパ 
スワードを入力するよう求められます。どちらのパスワードも正常に入力されなかった場合は、 
次のコールドブートシーケンスの間にどちらかのパスワードが入力されるまで、ハードディス 
クドライブにはアクセスできません 

ま記： この項目は、ドライブロック機能をサポートするハードディスクドライブがかな〈とも 

1台システムに接続されている場合にのみ表示されます。ドライブロックパスワードを管理する 
には、システムの電源を入れ直し、コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティにもう一 
度入ることが必要な場合があります 

詳しくは、『デスクトップマネジメントについて J ] を参照してください 

システムのセキュリティ 
(System Security ) (― 
部のモデルのみ：これら 
のオプションはハード 
ウェア依存） 

データ実行防止 (Data Execution Prevention ) (-部のモデルのみ）：有効/無効に設定します 。 OS 
のセキュリティの侵害を防止できます 

仮想化技術 (Virtualization Technology ) C — 部のモデルのみ）：ち効/無効に設定します。プロセッ 
サの仮想化機能を制御します。この設定を変更するには、コンピュータの電源を切ってから再び 
電源を入れる必要があります 
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表 4 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティ：[セキュリティ] ( Security ) (続き) 


項目 

説明 


内蔵セキュリティデバイスのサポート （Embedded Security Device Support ) (—部のモデルの 
み）：有効/無効に設定します。内蔵セキュリティデバィスをアクティブ化および非アクティブ化 
できます。この設定を変更するには、コンピュータの電源を切ってから巧び電源を入れる必要が 
あります 

ま記： 内蔵セキュリティデバィスを設定するには、セットアップパスワードを設定する必要が 
あります 

工場出荷時設定へのリセット （Reset to Factory Settings ) (―部のモデルのみ）：リセット 
( Reset ) /リセットしない (Do not reset ) に設定します。工場出荷時の初期値にリセットすると、 
すべてのセキュリティキーが消去されます。この設定を変更するには、コンピュータの電源を切っ 
てから再び電源を入れる必要があります 

ミ主意： 内蔵セキュリティデバイスは、多くのセキュリティスキームの重要なコンポーネントで 
す。セキュリティキーを消去すると、内蔵セキュリティデバィスによって保護されているデータ 
へのアクセスができなくなります 。 [Resetto Factory Settings ] を選がすると、重要なデータの損失 
につながる可能性があります 

OS による巧蔵セキュリティデバイス管理 （OS management of Embedded Security Device ) C — 
部のモデルのみ）：有効/無効に設定します。このオプションを使用すると、内蔵セキュリティデ 
バィスの OS による制御を制限できます。この設定を変更するには、コンピュータの電源を切っ 
てから再び電源を入れる必要があります。このオプションを設定すると、内蔵セキュリティデバ 
イスの OS による制御を制限できます 

• OS による内蔵セキュリティデバイスのリセット （Reset of Embedded Security Device through 
OS ) (一部のモデルのみ）：有効/無効に設定します。このオプションを使巧すると、内蔵セ 
キュリティデバィスの工場出荷時設定へのリセットを要求する 0 S の機能を制限できます。 
この設定を変更するには、コンピュータの電源を切ってから再び電源を入れる必要がありま 
す 

を記： このオプションを有効にするには、セットアップパスワードを設定する必要があり 
ます 

★マスタブートレコー 
ドセキュリティ ★ 
(Master Boot Record 
Security ) 

マスタブートレコードセキュリティの有効/無効を設定できます 

• ★マスタブートレコードを保巧 ★ (Save Master Boot Record ) :このオプションは、マス 
タブートレコードセキュリティがち効な場合に表示されます。マスタブートレコードのコ 
ピーを不揮発性ストレージに保存できます 

• ★マスタブートレコードを復元 ★ (Restore Master 巳 00 1 Record ) :このオプションは、マ 
スタブートレコードセキュリティの保存後に再起動すると表示されます。保存したコピー 
をハードディスクドライブのマスタブートレコードに復元できます 

セットアップのセキュリ 
テイレベル （Setup 
Security Level ) 

アクセスが制限されているエンドューザが、セットアップパスワードを知らなくても特定のセッ 
トアップオプションを変更できるちまを提供します 

この機能を使用すると、エンドューザがシステム設定を表示したり重要ではないオプションを変 
更したりできる状態でありながら、重要なセットアップオプションへの変更を管理者が保護でき 
るという柔軟性を得ることができます。管理者は、セットアップのセキュリティレベルのメニュー 
から、状況に応じて個々のセットアップオプションへのアクセス権を設定できます。初期設定時 
には、すべてのセットアップオプションにはセットアップパスワードが割り当てられているた 
め、任意のオプションを変更するには、ューザは POST 実行中に正しいセットアップパスワード 
を入力する必要があります。管理者は個別の項目のセキュリティレベルを「なし」に設定するこ 
ともできますが、この場合、ューザがコンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティに不正 
な/くスワードでアクセスしていたとしても、特定のオプションの値を変更できることになりま 
す。電源投入時パスワードがち効な場合は、[なし]を選がすると、電源投入時パスワードで置き換 
えられます 

を記： ューザがセットアップパスワードをミ日らなくてもコンピュータセットアップ CF 10) ュー 
ティリティにアクセスできるようにするには、[閲覧モードの設定 ] (Set Up B の wse Mode ) をち 
効に設定する必要があります 
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コンピュータセットアップ ( F 10) ユーティリテイ：[電源] ( Power ) 


皆 注記. コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリテイでサポートされる機能は、お使いのハー 
ドウ X アの構成によって異なる場合がありまず。 


表 5 コン ピュ ータセットアップ （ F 10) ユーティリテイ： [電源] ( Power ) 


項目 説明 


0 S 電源管理 cos • ★ SS 最大省電力 ★ ( S 5 Maximum Power Savings ) :有効/無効。この機能を有効に設定する 

Power Management ) と、このシステムの電力が S 5 状態で可能な限り節約されます。 S 5 状態のときは、ウェイク 

アップ回路、扼張スロット、およびすベての管理機能に電源が供給されません 


• アイドル状態での省電力 （Idle Power Savings ) :拡張 ( Extended ) /標準 （ Normal )。 拡張に 
設定すると、プロセッサがアイドルが態のときに、特定のオペレーティングシステムがプロ 
セッサの電力消費量を下げるようにします 

• ACPI S 3 ハードディスクのリセット （ACPI S 3 Hard Disk Reset ) この機能をち効に設定す 
ると、 S 3 スリープ状態からの復帰後オペレーティングシステムが有効になる前に、ハード 
ディスクドライブがコマンドを受け付ける準楠ができていることが BIOS によって確認され 
ます 

• ACPI S 3 PS 2 マウスウェイクアップ （ACPI S 3 PS 2 Mouse Wake Up ) マウスを使用した 
S 3 スリープ状態からの復帰の有効/無効を設定します 

• USB デバイスによるシステムの復帰 （USB Wake on Device Insertion ) (—部のモデルの 
み）この設定を有効に設定すると、 USB デバイスを差し込むことでシステムがスタンバイか 
ら復帰します 

• 各スリープの点滅速度 （Unique Sleep Blink Rates ) この機能は、システムがスリープ状態で 
あることをユーザに視覚的に示します。各スリープ状態には、固有の点滅パターンがありま 
す 


。 SO =ランプが緑色に点灯します 

。 S 3 =1 Hz (50%のデューティサイクル）で3回点減した後、2砂間休止します（緑色 
のランプ)。つまり、3回の点滅と休止が態のサイクルが繰り返されます 

。 S 4 =1 Hz (50%のデューティサイクル）で4回点減した後、2砂間休止します（緑色 
のランプ)。つまり、4回の点滅と休止が態のサイクルが繰り返されます 

。 S 5 =ランプが消灯します 

ま記： この機能が無効な場合、 S 4 と S 5 の兩ちでランプが消灯します。 S 1 (サポートされ 
ていません）と S 3 では、1砂間に1回点滅します 


温度 （ Thermal ) ファン休止モード （Fan idle mode ) :この棒グラフでファンの最ほ速度を制御します 

ま記： この機能では、ファンの最お速度のみ変更できます。ファン自体は自動的に制御されま 
す 
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コンピュータセツトアップ （ F 10) ユーテイリテイ：[カスタム] ( Advanced ) 


野 を記： コンピュータセットアップ （ F 10) ューティリティでサポートされる機能は、おほいのハー 
ドウ X アの構成によつて異なる場合があります。 


表6 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティ：[カスタム1 ( Advanced ) (上級ユーザ向け) 
項目 説明 


電源巧入時オプション な下の項目を設まします 

( Powei*-On Options ) 

• POST モード （POST Mode ) の設定：クイックブート （ QuickBoot )、 メモリ消去 （Clear 
Memory )、 フルブート （ FullBoot )、 または x 日ごとにフルブート （FullBoot Every x Days ) 

。 クイックブート=メモリを消去しません。メモリテストを実行しません 

。 フルブート=コールドブートでメモリテスト（カウント）を実行します。すべての 
ブートでメモリを消去します 

。 メモリ消去=コールドブートでメモリカウントを実行しません。すべてのブートでメ 
モリを消去します 

。X 曰ごとにフルブート=1回目のコールドブートのとき、または X 日後にメモリカウ 
ントを実行します。1回目のコールドブートまで、および X 曰より後にメモリカウント 
は実行しません。すべてのブートでメモリを消去します 

• POST メッセージ （POST Messages ) のち効/無効 

■ F 9 プロンプト ( F 9 Prompt ) のち効/無効または表示/非表示。この機能を有効に設定すると、 
POST 実行中に [F9 = Boot Menu] と表示されます。この機能を無効に設定すると、テキスト 
が表示されなくなります。ただし、 F 9 キーを押すと、 Shortcut 巳 00 1 Order Menu 画面が表示 
されます。詳しくは、[ストレージ] ( Storage ) 一[起動順序] ( BootOrder ) の順に選キ尺して 
ください 

• F 10 プロンプト （ F 10 Prompt ) の有効/無効または表示/お表示。この機能を有効に設定する 
と、 POST 実行中に [F10=Set 叩]と表示されます。この機能を無効に設定すると、テキストが 
表示されなくなります。ただし、 F 10 キーを巧すと、セットアップ （ Se 山 P ) 画面が表示され 
ます 

• F 11 プロンプト CF 11 Prompt ) の表示/非表示。この機能を表示に設定すると、 POST 実行中 
に [F11 = Recovery] と表示されます。この機能をお表示に設定すると、テキストが表示され 
なくなりまず。ただし、 F 11 キーを押すと、リカバリパーティションからの起動が試みられ 
ます。詳し〈は、工場出荷時リカバリの起動サポート （Factory Recovery 巳 00 1 Support ) の 
項目を参照してください 

■ F 12 プロンプト （ F 12 Prompt ) の有効/無効または表示/お表示。この機能を有効に設定する 
と、 POST 実行中に [F12 = Network] と表示されます。この機能を無効に設定すると、テキス 
卜が表示されなくなります。ただし、 F 12 キーを巧すと、ネットワークからのブートがシス 
テムに強制されます 

• 工場出荷時リカバリの起動サポートの有効/無効。この機能を有効に設をすると、起動ハード 
ディスクドライブ上にリカバリパーティションを持つシステムで、 POST 実行中に追加のプ 
ロンプト [ F 11 = Recovery ] が表示されます 。 F り キーを押すと、システムによってリカバリ 
パーティションからの起動が行われます。 F 11 = Recovery プロンプトは、 F 11 プロンプト 
CF 11 Prompt ) オプション（表示/ホ表示）で非表示にできます（上記参照） 

■ オプション ROM ブロンプト （Option ROM Prompt ) のち効/無効。この機能を有効に設定す 
ると、オプション ROM をロードする前に画面にメッセージが表示されます（この機能は一 
部のモデルでのみサポートされます） 
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表 6 コンピュータセツトアップ （ F 10) ユーティリテイ：[カスタム] ( Advanced ) (上級ユーザ向け）（続き) 


項目 

説明 


• リモート ウェイ クアップブートソース （Remote wake 叩 boot source ) のリモートサーバ 
(Remote Server ) / 口ーカルハードディスクドライブ (Local Hard Drive ) 

• 電源コードの抜き差し後の電源状態 （After Power Loss ) のオン/オフ/お前の状態への復帰 
(Previous State ) : 下のように機能します 

。 オフ：コンピュータに電力が供給されても、コンピュータの電源は切れたままになりま 

す 

。 オン：コンピュータに電力が供給されると、すぐにコンピュータの電源がオンになりま 

す 

。 お前の状態への復帰：コンピュータが電源から切胁されたときに電源がオンになってい 

た場合、電源に接続し直すとすぐにコンピュータの電源がオンになります 

ま記： 電源タップのスイッチを使用してコンピュータの電源を切る場合は、サスペンド/スリー 
プ磯能やリモートマネジメント機能を使用できません 

• POST 遅延時間 （POST Delay ) :なし、5砂、10秒、15秒、または20砂 ( None , 5,1015, 
or 20 seconds )。 この機能を有効に設定すると、ユーザが指定した遅延時間が POST プロセ 
スに追加されます。この遅延時間は、 PCI カード上のハードディスクの回転が遅いために、 
POST が完了した時点でブートの準備ができていない場合に必要となります。また 、 POST 
遅延時間を設定すると、コンピュータセットアップ CF 10) ユーティリティを開くために F 10 
キーを選ができる時間が長くなります 

• ★ FI プロンプトの回避 ★ 旧 ypassFI Prompt ) :この機能を使用すると、設定が変更された 
ときに、 F 1 キーを押さなくてもシステムが再起動されます 

メモリテストの実行 
(Execute Memory Test ) 
(一部のモデルのみ） 

コンピュータを再起動して 、 POST メモリテストを実行します 

巳 IOS 電源投入 （BIOS 
Power - On ) 

オンボードシステムデバイス（ディスケットコントローラ （ Diske け e Controller ) 、シリアルポー 
卜 （Serial Port )、 パラレルポート （Parallel Port ) など）のリソースを設定したり無効に設定した 
りします 

オンボードデバイス 
(Onboard Devices ) 

オンボードシステムデバイス（シリアルポート （Serial Port ) またはパラレルポート （Parallel 
Port )) のリソースを設定したり無効に設定したりします 

PCI デバイス （PCI 
Devices ) 

• インストールされている PCI デバイスの一貴と IRQ の設定を表示します 

• 各デバイスの IRQ 設定を変更したり、デバイスを無効に設定したりできます。これらの設定 
は、 ACN 対応のオペレーティングシステムには対応していません 

PCI VGA コンフイグ 
レーシヨン （PCI VGA 
Configuration ) 

システムに1つお上の PCI グラフィックスコントローラがあり、巧蔵ビデオがち効な場合にの 
み、表示されます。 VGA コントローラのブートまたはプライマリ VGA コントローラの設定を行 
います 

ま記： このェントリを表示するには、[内蔵ビデオ ] (Integrated Video ) ([カスタム] 

( Advanced ) 一 [デバイスオプション ] (Device Options )) をち効に設定してから[変更を保存して 
終了] (Save Changes and Exit ) を選択します 

バスオプション （Bus 
Options ; 

一部のモデルで、お下の項目の有効/無効を設定します 

♦ PCI SERR 冉生成 （PCI SERR # generation ) 

• PCI VGA パレットスヌーピング （PCI VGA Palette Snowing ) PCI コンフィギュレーショ 
ンスぺースに VGA パレットスヌーピングビットを設定します。2つじ1上のグラフィック 
スコントローラがインストールされている場合にのみ必要です 
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表 6 コンピュータセットアップ ( F 10) ユーティリテイ：[カスタム] ( Advanced ) (上級ユーザ向け）（続き) 


デバイスオプション 下の項目を設定します 

(Device Options ) 

• プリンタモード （Printer Mode ) の双方向 （ Bi - Directional )、 EPP&+ECP (EPP + ECP )、 
出力専用 (Output Only ) 

• 電源投入時 Num Lock 状態 （Num Lock state at Power - On ) のオソオフ 

• S 5 ウェイクオン LAN CS 5 Wake on LAN ) の有効/無効 

。 オフ状態 （ S 5) のときにウェイクオン LAN を無効にするには、左ちの矢 EP キーを使用 

して[カスタム]一[デバイスオプション]メニューの順に選択し、口 5 ウェイクオン LAN] 
機能 （ S 5 Wake on LAN ) を[無効] ( Disable ) に設定します。この設定では、 S 5 のとき 
のコンピュータの消費電力を最小にすることができます。サスペンドやハイバネーショ 
ンからのウェイクオン LAN の実巧には影響しませんが、ネットワーク経由で S 5 から 
復帰することはできません。コンピュータの電源がオンのときには、ネットワーク接綿 
の操作には影響しません 

。 ネットワーク按続が必要でない場合は、ネットワークコントローラ （ N に）を完全に無 

効にするために左ちの矢印キーを使巧して[セキュリティ] ( Security ) 一[デバイスセキュ 
リティ ] (Device Security ) メニューの順に選択しまず。ネットワークコントローラ 
(Network Controller ) オプションをデバイス無効 （Device Hidden ) に設定します。これ 
で、ネットワークコントローラがオペレーティングシステムから使巧できな〈なり、 
S 5 のときのコンピュータの消費電力を抑えることができます 

• プロセッサキャッシュ ( Processorcache ) のち効/無効 

• マルチプロセッサ （ Multi - Pracessor ) のち効/無効。このオプションを使用すると、 OS の下 
でマルチプロセッサのサポートを無効に設定できます 

• 内蔵グラフィックスのメモリサイズ （Integrated Graphics Memory Size ) :自動 
( Automatic )、32 M 、64 M 、128 M 、256 IV 1。 これによって、 ユー ザが内蔵グラフィックス コン 
トローラで使用されるメモリのサイズを制御できるようになります。[自動]では、 BIOS が最 
適なサイズを選がします。取り付けられたシステムメモリによって、使用可能なサイズは異 
なります 

• 内蔵ビデオ （Integrated Video ) のち効/無効。内蔵ビデオと PCI Up ソリューションビデオを 
同時に使用できるように設定します（一部のモデルのみ） 

を記： 内蔵ビデオを有効に設定して変更を保巧した後は、[カスタム]メニューの下に新し 
いメニュー項目が表示され、プライマリ VGA コントローラのビデオデバイスを選ができる 
ようになります 

• 内蔵スピーカ （Internal Speaker ) のち効/無効（一部のモデルのみ）（外付けスピーカの設定 
には影響しません） 

• N に PXE オプション ROM のダウンロード （ N に PXE Option ROM Download ) のち効/無 
効。 BIOS に含まれている内蔵 N にオプション ROM によって、コンピュータの起動時にネッ 
トワーク経由で PXE サーバに接続できます。この機能は通常、共通イメージをハードデ ィス 
クドライブにダウンロードするときに使用します。 N にオプション ROM は DCH (DOS 
Compatibility Hole ) 領域と呼ばれる1 MB 未滿のメモリ領域に格納されます。メモリ領域に 
は制限があります。この [ F 10] オプションを使巧して内蔵 NIC オプション ROM のダウンロー 
ドを無効に設定できるため、 追加の PCI カード用にオプション ROM 領域が必要な場合、提 
供する DCH 領域を増やすことができます。初期設定では NHC オプション ROM がち効に設 
定されています 

• [SATA RAID オプション ROM のダウン ロード] (SATA RAID Option ROM Download ) のち 
効/無効。 BIOS には、 RAID サポート用に組み込み SATARAID オプション ROM が含まれま 
す。このオプションは、 DCH スペースを節約するため一時的に無効にできます。オプション 
ROM を無効にすると、 RAID モードで実行中の場合、ユーザはシステム内のハードドライブ 
から起動できなくなります 
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表 6 コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリテイ：[カスタム] ( Advanced ) (上級ユーザ向け）（続き) 


項目 説明 


• HPET の有効/無効 。 HPET (high precision event timer ) によって OS でリソースの競合が発 
生する場合、 HPET を無効に設定できます 

• ★ PCIexI 日スロット ★ ( PCIex 16 Slot )。 DispalyPort コネクタがマザーボードにある8レー 
ン モードまたは DisplayPort のないフル16レーンモードで x 16 PCIe スロットを使用できま 
す 


管理操作 （ Management お•下の項目を設定します 
Operations ) 

• DASH のサポート（ち効/無効）。 DASH ファームウ X アを有効または無効に設定できます 

• SOL 文字エコー （SOL Character Echo ) のち効/無効。一部のリモートコンソールはリモー 
卜から入力された文字を表示するため、 その文字列が2回表示されることがあります（リモー 
卜入力時に1回、ローカルクライアントビデオからのエコーバック時に1回）。このオプ 
ションを使用すると、リモート入力された文字列のローカルビデオディスプレイへのエコー 
を SOL ターミナルエミュレータで抑制するように管理をが設定できます 

• SOL の夕ーミナルエミュレーションモード （SOL Terminal Emulation Mode ) の有効/無 
効。 VT 100 端まのエミュレーションと ANSI SOL 端末のエミュレーションを選巧します。 
SOL 端末エミュレーションモードは、リモート AMT リダイレクト操作中にのみアクティブ 
化されます。エミュレーションオプションを使用すると、管理をはコンソールに最も適した 
モードを選択できます 

• SOL キーボード （SOL Keyboard ) のち効/無効。 SOL セッション中にクライアントキーボー 
ドを有効または無効に設定します。リモート修復によっては、管理者の提供するリモートイ 
メージをローカルクライアントが起動する機能が含まれる場合もあります。このオプション 
は、ローカルクライアントの操作が発生した場合に BIOS がローカルキーボードを有効/無 
効のどちらの状態にするかを決定します。ローカルキーボードが無効になっている場合、す 
ベてのキーボード入力はリモートソースからのみ受け付けられます 


構成の設定値の回復 

この方まで復元する場合、[システム構成の復元]を実行する前に、コンピュータセットアップ （ F 10) 
ユーティリティの[リムーバブルメディアに保存 ] (Save To Removable Media ) コマンドを実行して 
お〈必要があります（「コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティ：[ファイル] ( File )」 の表 
の 「 4 ぺージのリムーバブルメディアにな巧 （Save to Removable Media ) l の項目を参照してくだ 
さい）。 


鞍を 記. コンピュータの構成を変更したら、その構成を USB フラッシュメディアデバイス、または 
ディスケットと同等のデバイス（ディスケットドライブをエミュレートするよう設定された記憶装 
置）に保巧し、将来使用できるようにデバイスを保管しておくことをおすすめします。 


構成を復元するには、構成を保存した USB フラッシュメディアデバイスまたはディスケットをエ 
ミュレートするその他の記憶装置を挿入し、コンピュータセットアップ （ F 10) ユーティリティの[リ 
ムーバブルメディアから復元 ] (Restore from Removable Media ) コマンドを実行します（「コンピュー 
夕 セットアップ （ F 10) ユーティリティ：[ファイル] ( File )」 の表の 「 4 ぺージのリムーバブルメ 
ディアから復元 （Restore from Removable Media )」 の項目を参照して〈ださい）。 
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